
 岩手県の気候変動の影響への 
 適応の取組について 
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平成29年11月22日 
   

  岩手県環境生活部環境生活企画室 
温暖化・エネルギー対策担当 主任主査 菊地宏明  

岩手県温暖化対策推進キャラクター 
「エコハッちゃん」 



構 成 
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1. 適応策の取組の経緯 

2. 適応策の取組の方向性 

3. 平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針 

4. 適応策の取組状況  

岩手県温暖化対策推進キャラクター
「エコハッちゃん」 
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気候変動の緩和策・適応策の関係（適応策の取組の経緯）            
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出典：全国地球温暖化防止活動推進センター（JACCA）  
    IPCC第５次評価報告書特設ページより 
    （http://www.jccca.org/ipcc/ar5/kanwatekiou.html） 



温暖化と人間活動の影響関係（適応策の取組の経緯） 
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適応にかかる国内外の動き（適応策の取組の経緯） 

6 

 
○ IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の第５次評価報告書 
 （H26）において、温暖化は疑う余地がなく、今後、世界の平均気温は 
 上昇し、災害・食料など、気候変動の影響が高くなることが予測され、 
 その影響に対して適応を進めることが求められた 。  
 
○ パリ協定（H27）の中でも、「緩和」に関する要素のほか、「適応の長 
 期目標の設定、各国の適応計画プロセスや行動の実施」など「適応」 
 に関する事項も盛り込まれた。 

 
 
 

  
○ 平成27年11月  国において「気候変動の影響への適応計画」策定   
○ 平成28年３月   岩手県地球温暖化対策実行計画の改訂において、 
            適応にも資する既存の取組を整理するとともに、適 

            応策の検討の方向性等を追加  
 

  世界の動き 

  国や県における適応計画 



適応策推進に向けた課題（適応策の取組の方向性） 
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１ 自然災害等の増加 

２ 長期にわたる適応計画の策定が困難 

３ 庁内の部局横断体制の構築 

岩泉町袰野の小本川の被災箇所
（国土地理院HPより） 

台風第10号災害など岩手県でも気候変動の
影響と考えられる自然災害等が増加 

気候変動にかかる本県の将来影響及び評価等について、現状では
不確定要素が大きく、長期にわたる適応計画の策定が困難 

適応策については、環境生活部以外の部局等の施策が多く、その
検討に当たっては、庁内の部局横断的組織体制を構築する必要 



適応策の取組の当面の方向性（適応策の取組の方向性） 
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  現状では不確定要素が大きいことから、年度ごとの適応方針を策定し  

ながら、本県における具体的影響分析や対策について検討を進め、次期

岩手県地球温暖化対策実行計画（Ｈ33年度～）において、省エネ及び再

エネ導入の推進のほかに一施策として位置付ける 

 

 
  平成29年２月に設置した知事を本部長とする「岩手県地球温暖化対

策推進本部」により、部局横断的に取組を推進。 

【本部】 本部長：知事、副本部長：副知事、本部員：企画理事、復興局長、会計管理者、本庁各
部局等の長、医療局長、企業局長、教育長、警察本部長及び広域振興局長 

【幹事会】 
幹事長：環境生活部副部長 
副幹事長：温暖化・エネルギー対策課長 
幹事：総務室管理課長、政策推進室調整監、文化スポーツ企画課長、環境生活企画室企画課長、
保健福祉企画室企画課長、商工企画室企画課長、農林水産企画室企画課長、県土整備企画室
企画課長、復興推進課総括課長、医療局経営管理課総括課長、企業局経営総務室経営企画課
長、教育企画室企画課長、警務部会計課長及び各広域振興局経営企画部長 

  年度ごとの適応方針策定 

  庁内推進体制の整備 
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1989年以降、 
高温の年が目立つ 

１００年当たり１.７℃の割合で上昇している 

(1924年～2015年） 

(出典）気象庁作成資料 

岩手県の気候の状況 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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(出典）盛岡地方気象台資料 

気温の変化予想（夏：６～８月） 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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サクラ 
写真：フリー百科事典 
ウィキペディアより 

５０年で５日くらい早くなっている。 

(出典）盛岡地方気象台資料 

◆ソメイヨシノ開花日の変化（盛岡） 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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基本的考え方（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 

国の適応計画と同様に７つの分野に取組を分け、分野ごとの関係部局 

の施策を整理した上で、現時点における本県の適応策として取り組む。 



分野ごとの影響と具体的な適応施策 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 

■ 主な影響と適応の取組（例） 

＜農林水産業＞ 

主な影響 主な適応施策 

○ コメは一等米の比率減少、野菜は
収穫期が早まる傾向や、生育障害の
発生頻度の増加、果樹は高温による
生育不良や栽培適地の変化等による
品質低下などの影響が懸念 
○ サケは地球規模で海水温が上昇
した場合、分布域が本県よりも北方へ
変化するなどの影響が懸念 

【農業】 
■ 温暖化等気候変動に対応した農業技術の開発 
≪農林水産部≫ 
 （ホウレンソウの高温影響評価、温暖化に対応した
ブドウ新品種育成と気候変動影響評価等） 
■ 農村地域における防災・減災対策の実施  
≪農林水産部≫ 
効果的な防災・減災対策を講じるため、地域の実情
に即した農業用施設の整備等を実施。 
【水産業】 
■ 秋サケ回帰予測技術の向上 ≪農林水産部≫ 
 



分野ごとの影響と具体的な適応施策 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 

■ 主な影響と適応の取組（例） 

＜自然災害＞ 

主な影響 主な適応施策 

○ 大雨や短時間強雨は、今後も増
加することが予想されており、洪水等
の水害の発生リスクが高まる懸念 
○ 気温上昇による一定の海面上昇
の発生が危惧されており、高潮や高
波による被災リスクは高まることが懸
念 
○ 大雨の発生頻度が増加すること
に伴い、崩壊する土砂量の増大、土
石流の堆積・氾濫範囲の拡大などが
想定 

【河川】 
■ 市町村による避難勧告等発令基準の策定支援 
≪総務部≫  
■ 河川改修等の実施 ≪県土整備部≫  
【沿岸】 
■ 海岸保全施設の整備 ≪県土整備部≫ 
【土石流・地すべり等】 
■ 防災知識の普及 ≪総務部≫  
■ 治山施設の整備 ≪農林水産部≫ 
■ 土砂災害対策の推進 ≪県土整備部≫  
■ 防災教育の推進 ≪教育委員会≫  



分野ごとの影響と具体的な適応施策 
（平成29年度岩手県気候変動適応策取組方針） 
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高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 

■ 主な影響と適応の取組（例） 

＜県民生活等＞ 
主な影響 主な適応施策 

○ 短時間強雨や渇水の頻度の増加、
強い台風の増加等が進めば、インフ
ラ・ライフライン等に影響が及ぶことが
懸念 

【インフラ・ライフライン】 
■ 水道インフラの災害時の迅速な応急措置及び 
  復旧体制整備 ≪環境生活部≫ 
【伝統・文化等】 
■ 文化財保護の推進 ≪教育委員会≫ 
【暑熱による生活への影響等】 
■ 県民等への気候変動への対応に関する普及啓  
  発 ≪環境生活部≫  
  気候変動に関するセミナー・環境イベント等によ  
 り、気候変動の状況や影響、また、これらに適応し 
 た取組について、県民等への普及啓発を実施。 

H29年度は自然災害への備えを意識した取組を 
中心に取り組んでいく 



適応策の取組状況① 
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  海況変動を考慮した漁況予測技術の開発 
  （岩手県水産技術センター） 
県内の海況変動を考慮した漁況予測技術の開発（平成26～30年度）を
行います。 

【取組の状況】   
①「岩手県沿岸・沖合定線海洋観測結
果」を作成し、観測結果及び水温予測
情報を漁業関係機関へメール、FAX等
で情報提供するほか、水技HPに掲示
（毎月）。 
②HP「いわて大漁ナビ」により、4～9月
の海表面衛星水温画像、県内6湾の定
地水温情報、県内13産地卸売魚市場
市況データを提供（毎日）。 

高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 

いわて大漁ナビHP 



適応策の取組状況② 
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  河川改修等の実施（河川課） 
台風第10号で甚大な被害があった岩泉町の小本川などにおいて、洪水

被害の防止・軽減を図るため、河川改修を実施するとともに、洪水浸水
想定区域図の作成、水位周知河川の指定、タイムラインの導入等のソフ
ト施策を効果的に実施します。 

【取組の状況】   
①5月及び6月に洪水減災対策
協議会設立（3圏域） 
②各河川において、詳細設計及
び用地測量等を実施中（用地が
確保されている箇所から、順次
着工） 
③タイムラインについて、市町村
と調整中（今年度策定・運用予
定） 

小本川中島地区
説明会  
(河川改修事業) 

三陸洪水減災
協議会 



適応策の取組状況③ 
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  治山施設の整備（森林保全課） 

【事業の概要】  治山施設の整備、海岸防災林、海岸保全施設の整備 

大雨や地震等により発生する山地災害から県民の生命財産を守るため、
治山ダムや山腹工等の治山施設の整備や多面的機能の発揮に向けた
森林整備を行います。 

【取組の状況】   
①治山ダムや山腹工等の治山施設
の整備を実施 
②東日本大震災で被災した海岸防
災林の再生、海岸保全施設の復旧
整備を実施中 
③県民等を対象に植樹祭を開催（
H29.5.14小本、H29.5.27高田松原
、H29.10.22前浜） 

高田松原再生記念植樹会 (知事記念植樹) 



適応策の取組状況④ 
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  熱中症の普及啓発と注意喚起（健康国保課） 
市町村等に対する通知及びホームページを通じた県民への熱中症予防
の普及啓発と注意喚起を実施します。また、熱中症予防普及啓発のた
めの熱中症予防対策研修会を開催します。 

【取組の状況】   
①H29年5月 市町村等に対する

通知およびホームページを通じた
県民への熱中症予防の普及啓発
と注意喚起の実施 
②H29年6月12日 岩手県健康
セミナー（熱中症対策）の開催 

熱中症予防セミナー 



適応策の取組状況⑤ 
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  県民等への気候変動への適応に関する普及啓発 
                          （環境生活企画室） 

気候変動に関するセミナー・環境イベント等により、気候変動の状況やこ
れにより生じる影響、また、これらに適応した取組について、県民等への
普及啓発を図ります。 

【取組の状況】   
①いわて地球温暖化防止フェア
（10/21-22、イオンモール盛岡）にお
いて、県民への普及啓発を実施 
②小学生向け普及啓発冊子に気候
変動への適応に係るページを追加 
③県民等を対象とした適応セミナー
（11/22、県水産会館）において、県
民への普及啓発を実施 
 

いわて地球温暖化防止フェア 

地球温暖化を防ごう隊ノート 



 おわりに 
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２ 県レベルでの評価は難しい 

緩和策と適応策は両輪の取組 

今後とも、意識啓発と削減取組（緩和策）を
強化するとともに、異常気象に備えた適応
策の推進に取り組む 

ご静聴ありがとうございました。 
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